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１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

令和６年度

国頭村

はじめに
　本日、第4回（6月）国頭村議会定
例会の開会にあたり、ご提案申し上
げます議案の説明に先立ちまして、
令和6年度の施政運営に臨む所信
を申し述べます。
　議員各位をはじめ、村民の皆様の
御理解と御協力を賜りますようお願
い申し上げます。

令
和
６
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て

１
　
予
算
編
成
に
つ
い
て

2

　
１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

２
　
産
業
の
振
興
と

　
　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

３
　
教
育
と
文
化
・

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
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１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

令和６年度

国頭村

はじめに
　本日、第4回（6月）国頭村議会定
例会の開会にあたり、ご提案申し上
げます議案の説明に先立ちまして、
令和6年度の施政運営に臨む所信
を申し述べます。
　議員各位をはじめ、村民の皆様の
御理解と御協力を賜りますようお願
い申し上げます。

令
和
６
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て

１
　
予
算
編
成
に
つ
い
て

2

　
１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

２
　
産
業
の
振
興
と

　
　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

３
　
教
育
と
文
化
・

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
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１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

４
　
子
育
て
支
援
・
福
祉
・

　
　
保
健
・
医
療
に
つ
い
て

５
　
自
然
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

６
　
社
会
資
本
・
生
活
環
境

　
　
・
防
災
に
つ
い
て

4

　
１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。 お

わ
り
に

5



　
１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

４
　
子
育
て
支
援
・
福
祉
・

　
　
保
健
・
医
療
に
つ
い
て

５
　
自
然
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

６
　
社
会
資
本
・
生
活
環
境

　
　
・
防
災
に
つ
い
て
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１
期
目
の
就
任
以
来
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る
村

づ
く
り
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
や
教
育
支
援
、

移
住
・
定
住
促
進
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
の
振
興
、

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
な
ど
様
々
な
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
、
１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
更
に
深
化
さ
せ
、
２
期
目
の
公
約
で
掲
げ

た
各
種
施
策
を
出
来
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
と
村
政
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
頭
村
民
憲

章
」
を
柱
と
し
て
策
定
し
た
「
第
５
次
国
頭
村
総
合

計
画
」
で
示
し
た
、
国
頭
村
が
目
指
す
望
ま
し
い
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
「
国
頭
村
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
や
、「
国
頭
村
辺
地
第
八
次
総
合
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
各
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
友
好
関
係
に
あ
る
与
論
町
、

岩
美
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
教
育
・
文
化
、

産
業
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
道
の
駅
や
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
で
繋
が
り

の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
へ
向

け
協
議
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
・
強
化
な
ど
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

務
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
や
検
討
委
員
会
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
頭
村
総
合
体
育
館
は
昭
和
58
年
に
整
備
さ
れ
て
41

年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
改
修
、
修
繕
で
対
処
し

て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
以
上
に
劣
化
や
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
議
会
資
料
を
電
子
デ
ー

タ
で
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
行
政
手
続
き

と
各
種
申
請
や
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
面
を
想
定
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
絶
え
ず
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
１

年
が
経
過
し
、
村
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催

と
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。一
方
、物
価
高
や
円
安
な
ど
、

今
日
の
経
済
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
課
税

を
推
進
し
、
納
期
内
納
付
を
強
化
す
る
た
め
の
口
座

振
替
の
更
な
る
推
奨
と
、
県
税
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
滞
納
整
理
を
行
い
、
き
め
細
や

か
な
納
税
相
談
や
納
税
計
画
を
作
成
、
納
税
指
導
を

実
施
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、教
育
、福
祉
、文
化
・

保
健
、
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
本
村

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
の
維
持・強
化
を
図
っ
て
行
く
上
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、「
地
域
活
性
化

企
業
人
」、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、

「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
等
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
る
多
様
な
連
携
と
協
働
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
客
を
魅
了

す
る
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観
光
）
の
開
発

を
推
進
し
、
星
空
保
護
区
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
他
、
観
光
客
等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続

き
、
二
次
交
通
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、
観
光
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
も
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
現

状
等
に
即
し
た
内
容
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
質
の
高
い
ガ

イ
ド
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
入
域
者
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
星
空
観
光
の
開
発
を
は
じ
め
沖
縄
本
島
最
北

端
の
地
と
し
て
の
辺
戸
岬
の
観
光
拠
点
機
能
強
化
を

行
い
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
丘
・
安
波
」

で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
防
災
拠

点
型
道
の
駅
を
構
築
す
る
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
６
次
化
や
研
究
開
発
の
実
証
拠

点
と
し
て
、
施
設
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
施
策
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め

に
も
、
外
来
種
駆
除
や
希
少
野
生
生
物
の
密
猟
・
盗

採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
引
き
続
き
、
自
然
環
境
の

保
全
と
希
少
種
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
北
国
小
学
校
・
佐
手
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
両
校
跡
地
の
現
状
把
握
と
先
進
地

視
察
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
佐
手
小
学
校
跡
地
に
お
い
て
は
、
共
有
地

の
地
権
者
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
国

小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
耐
震
調
査
業

　
本
村
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
こ
ど
も
園
及
び

楚
洲
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
負
担
金
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
移
住
支
援
施
設
の
整
備
並
び
に
体
制
強

化
を
図
り
、
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
、
移
住
定
住
に
必
要
な
情
報
収
集
を
図
る
と
共

に
、
移
住
体
験
住
宅
の
活
用
や
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
開
催
、
更
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
要
件
と
な
る
住
宅
の
確
保

は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度
か
ら
宅
地
分
譲
地
の
売
払

い
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
空
家
活
用
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
充
実
を
図
る
活
動

や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
促
進

助
成
事
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
し
、
今
年

度
は
、５
月
に
設
立
し
た「
や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
頂
い
た
寄
附
金
の
使
い
道

等
に
相
応
し
い
事
業
を
前
提
と
し
た
各
施
策
へ
割
振

り
、
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
新
規
事

業
な
ど
を
計
上
し
、
主
要
施
策
を
含
む
本
予
算
と
し

て
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
続

く
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
へ
対
応
し
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

な
ど
各
種
施
策
に
係
る
普
通
建
設
事
業
を
含
め
、
当

初
予
算
に
１
、２
１
１
、９
４
４
千
円
を
加
え
た
６
、２

２
９
、９
５
１
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

８
１
１
、５
３
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

医
療
給
付
費
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
９
０
、１

８
２
千
円
で
、
既
に
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
総
計
で
は
、
７
、０
４
１
、４
８
９
千
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
が
、
第
６

次
行
政
改
革
大
綱
、
第
二
次
中
長
期
財
政
計
画
な
ど

各
種
計
画
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
及
び
被
害
防

止
対
策
事
業
を
継
続
し
、
農
業
振
興
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
拡
充
を
図
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
及
び
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
な
ど
の
担
い

手
の
確
保
や
新
規
就
農
者
の
就
農
開
始
支
援
及
び
育

成
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

援
員
及
び
特
別
支
援
員
等
の
配
置
を
行
い
、
未
来
の

担
い
手
が
自
立
し
て
社
会
に
参
加
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境
に
よ
る
問
題
な
ど
の
対
処

や
、
小
中
学
校
で
の
不
登
校
や
問
題
行
動
の
生
徒
へ

継
続
的
な
個
別
支
援
を
行
う
専
属
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
休
日
の
図
書
室
の
開
館
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

及
び
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
の
開
催
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
催
、

英
語
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
及
び
子
育
て

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た

親
子
で
参
加
で
き
る
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し
、
岩

美
町
及
び
与
論
町
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
体
験
事
業

等
の
推
進
、
子
ど
も
会
活
動
の
推
進
、
村
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
各
種
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
に
整
備
し
た

音
響
機
器
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
音
響
機
器
を

購
入
し
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
活
用
で
き

る
よ
う
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
奥
地
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
奥
区
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
建
設
に
向
け
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
試
掘
調
査

を
実
施
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
実
態
把
握
、
資
料
の
整

備
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
地
域
教
育

の
一
助
と
す
る
た
め
の
教
材
化
を
進
め
、
文
化
財
展

示
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
本
村
の
史
跡
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
「
伊
地
の
遠
見
屋
」
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

地
域
と
の
関
わ
り
や
「
辺
戸
の
安
須
森
」
の
国
指
定

文
化
財
名
勝
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
頭
村
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と

国
頭
村
陸
上
競
技
大
会
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

上
を
図
る
た
め
、
漁
具
資
材
等
の
購
入
費
用
の
一
部

に
対
し
て
水
産
業
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
、
継
続
的

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
村
民
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
15
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
ク
イ
ナ
商
品
券
を
発
行
し
、
国
頭
村
商
工
会
と

連
携
し
村
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も
有
効
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

Ｐ
Ｒ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
新

た
な
滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
教
育
大
綱
「
つ
な
ぐ
・
学
ぶ
・

拓
く
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
学
び
合
う
関
係
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
志
を

高
く
持
っ
て
夢
と
希
望
に
育
む
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
取
組
み
と
し
て
は
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
巡
回
さ
せ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
有
効

活
用
を
図
り
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
環
境
学
習
や
教
職

員
に
向
け
た
自
然
体
験
の
研
修
会
な
ど
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
児
童
の
子
育
て
支
援
と
し
ま
し
て
、
く
に
が

み
児
童
ク
ラ
ブ
、
上
島
学
童
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
い
な
」
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所
へ
の
協
働

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
内
の
０
歳
児
か
ら
15
歳

ま
で
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と
情
操
教
育
を
育
む

非
認
知
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
に
お
い
て
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め

ら
れ
る
中
、
第
２
期
国
頭
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
見
直
し
す
る
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
習
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

に
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学
習
支

　
耕
作
放
棄
地
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
等
を
活
用
し
て
農
地
の
効
率
的
利
用
と
、
意

欲
あ
る
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
意
向
に
沿
っ
た
整
備
が
計
画
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
の
積
極

的
な
情
報
共
有
に
取
り
組
ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施

設
整
備
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
優
良
精
液
利
用
促
進
事
業

を
継
続
し
、
繁
殖
牛
の
産
地
と
し
て
、
畜
産
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
は
、
県
内
有
数
の
養
豚
生
産
地
で
あ

る
た
め
、
豚
熱
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て

の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の
適
切
な
保
全
と
利

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
森
林
施
業
を
進

め
る
と
共
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
森
林
資
源

の
持
続
可
能
な
循
環
利
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
頭
村
森
林
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
と
連
携
し
年
間
を
通
し
て
様
々
な
宿
泊
イ
ベ
ン
ト

等
の
商
品
開
発
に
取
組
む
他
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と

接
続
す
る
新
た
な
多
目
的
施
設
の
整
備
に
よ
る
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
観
光
業
並
び
に
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
漁
業
者
に
よ
る

密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
新
規
養
殖
育
成
試
験
等
の
取

り
組
み
な
ど
を
通
じ
た
漁
業
集
落
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
シ
ナ
海
並
び
に
太
平
洋
の
両
海
域
で
の

定
置
網
漁
の
操
業
と
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
内
漁
業
者
の
所
得
向
上
と
漁
獲
の
向

国
頭
村
長
杯
野
球
大
会
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
10
回
記

念
大
会
と
な
る
国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
交
流
人

口
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
県
内
で
も
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
を
始
め
Ｊ
リ
ー
グ
や
陸
上
競
技
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
合
宿
地

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
的
相
乗
効
果
も
大
き
く
、
今
年
度
も
、
合
宿
誘

致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
経
済
効
果
が
実
感

で
き
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
機
能
強
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
安
全
性
、

快
適
性
の
確
保
に
努
め
、
維
持
管
理
費
用
の
低
減
、

省
エ
ネ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
年
齢
・
性
別
・
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
村
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
夢
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
・
保
健
の
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
及
び
楚
洲
へ
き
地
保
育
所

の
給
食
費
の
無
償
化
、
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護

者
に
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」、
修
学
旅
行
を
迎
え
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
修
学
旅
行
に
係
る
経
費

の
一
部
を
支
給
し
、
引
き
続
き
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
県
外
派
遣
費
用
の
全
額

補
助
、
検
定
受
験
に
係
る
費
用
の
全
額
助
成
、
低
所

得
世
帯
の
就
学
援
助
費
の
支
給
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用

費
の
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
産
後
ま
で
の
健
康
診
査
と
希
望
者
へ

の
産
後
ケ
ア
、
保
健
師
に
よ
る
出
産
後
の
乳
児
家
庭

へ
の
全
戸
訪
問
及
び
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
、
１
歳

ん
ば
る
の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

歴
史
・
文
化
と
類
い
希
な
生
物
多
様
性
で
あ
る
こ
と

が
世
界
に
認
め
ら
れ
「
奇
跡
の
森
」
と
し
て
、
令
和

３
年
７
月
に
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
と

同
時
に
、
こ
の
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
施
策
の
取
組
を
強
化
す
る

た
め
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な

ど
希
少
動
物
の
保
護
、
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
や
村
営
林
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
在
来
植
物

の
脅
威
と
な
る
外
来
植
物
の
駆
除
、
飼
い
主
不
明
ネ

コ
や
野
イ
ヌ
の
対
策
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
徹
底

に
加
え
、
森
林
内
の
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
等

の
対
応
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
・
普
及
啓
発

を
強
化
す
る
た
め
、
展
示
個
体
の
予
備
個
体
飼
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
や
ん
ば
る
の
森
の
み
な
ら
ず
、
世
界
自
然

遺
産
に
値
す
る
里
・
川
・
海
も
含
め
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
様
々
な
主
体
と
連
携
し
た
海
岸
漂
着
物
等

の
ゴ
ミ
対
策
や
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
層
が
地
域
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
機
会
や
環
境
教

育
の
場
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
に
つ
い
て
は
、
辺
野
喜
楚
洲
線
の
道
路
改
良

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
40
橋
中
予
防
保
全
が
必
要
と
な
っ
た
15
橋

の
う
ち
、
５
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
安
波
大
橋
、
比
地
本
橋
の
補

修
工
事
及
び
佐
手
橋
の
補
修
設
計
業
務
を
実
施
し
て

者
福
祉
計
画
・
第
３
期
国
頭
村
障
害
児
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
障
害
者
の
自
立
や
生
活
の
安
定
の
た
め
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
通
学
・
通
所
・

外
出
支
援
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
各
種
相
談
支
援

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
広
報
・

啓
発
、
雇
用
・
就
労
機
会
の
充
実
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育・保
育
の
推
進
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
文
化
活
動
の
推
進
、
保
健
・
医
療
及
び
発

達
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
強

化
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
北
部
医
療
圏
唯
一
の

基
幹
病
院
と
な
る
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
10
年
度
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
財
団
の
設
立
に
よ
り
、
北
部
地
域
へ

の
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
村
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
各
種
の
保
健
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
例
年
高

い
受
診
率
・
指
導
率
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
後
も
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
と
徴
収
を
行
い
、
滞
納
整
理

業
務
を
強
化
し
徴
収
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
あ
る
県
内
統

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
に
医
療
費
水

準
の
格
差
が
縮
小
し
た
場
合
に
お
い
て
、
統
一
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
や
ん
ば
る
の
森
」
の
多
彩
な
魅
力
を
通
し
て
、
や

６
ヶ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
等
を
実
施
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
任
意
予
防
接
種
及
び
全

村
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し

て
い
る
中
、
家
庭
児
童
相
談
の
充
実
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
助
成
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
楽
し
く
子
育
て
を
学
び
養
育
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
の
充
実
等
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
相
談
、
支
援
、
情
報
提
供
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

子
育
て
世
帯
の
医
療
に
係
る
経
済
的
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
支
給
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
等
、

子
を
授
か
り
出
産
す
る
た
め
の
経
済
的
支
援
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
要
介
護
者
や
介
護
費
用
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第
９
期
国
頭

村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
、
認
知

症
施
策
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
、
高
齢

者
の
多
様
な
住
ま
い
か
た
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施

策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
た
め
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
、
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
取

り
組
み
の
双
方
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療

専
門
職
を
配
置
し
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
第

４
期
国
頭
村
障
害
者
計
画
及
び
第
７
期
国
頭
村
障
害

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、「
国
頭
村
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
修
繕
の
優
先
度
の
高

い
橋
梁
か
ら
年
次
毎
に
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
橋
梁
は
、
村
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
を

図
り
、
道
路
網
の
計
画
的
な
保
全
の
た
め
の
整
備
を

目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
村
内
を
流
れ
る
村
管
理
河
川

及
び
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
等
か
ら

の
防
災
・
減
災
の
た
め
、
景
観
や
生
態
系
等
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
と
河
川
の
安
全
性
や
親

水
性
の
他
、
水
性
生
物
の
往
来
の
で
き
る
水
辺
空
間

の
創
出
及
び
維
持
管
理
を
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
に
つ
い
て
は
、
安
波
土
地
改
良
区
に
お

い
て
鳥
獣
被
害
防
止
柵
整
備
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
し
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
労
力
の
省
力
化
に

よ
り
、
農
家
経
営
の
確
立
と
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
集
落
内
道
路
や
排
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆

ど
が
経
年
劣
化
等
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
計

画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
辺
土
名
集
落
内
の
道
路
・

排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
生
活
環
境
の
安
定
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
民
へ
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
老
朽
管
や
老

朽
施
設
の
更
新
及
び
監
視
強
化
を
図
り
「
施
設
整
備

基
本
設
計
」
に
沿
っ
た
「
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
る
、
各
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
奥
水
源
地
非
常
用
発
電
機
更

新
及
び
機
械
計
装
設
備
更
新
工
事
、
新
与
那
ト
ン
ネ

ル
内
送
水
管
布
設
替
実
施
設
計
、
大
川
山
浄
水
場
沈

殿
池
傾
斜
板
更
新
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
宇
良
ポ
ン
プ
場
計
装
・
ポ
ン
プ
設
備
更
新
、
電

気
室
建
築
工
事
と
奥
水
源
地
ポ
ン
プ
設
備
及
び
取
水

井
更
新
工
事
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
に
は
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
ま

す
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日

国
頭
村
長
　
知
　
花
　
　
靖

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
埋
設
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

箇
所
の
早
期
発
見
・
復
旧
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
公
営
企
業

会
計
で
財
務
管
理
を
行
い
、
水
道
事
業
運
営
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、「
沖
縄
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
と
水

道
事
業
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
自

治
体
や
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
広
域
化
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
対
策
と
し
て
、
公
営
住
宅
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
村
内
12
地
区
に
19
棟
・
98
戸
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
建
築
年
数
30
年
余
経
過
し
た
も

の
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
、
直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
甚
大

な
被
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
台
風
６

号
に
よ
る
停
電
被
害
や
台
湾
東
部
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
の
発
令
も
記
憶
に
新
し
く
、
広
く
災
害
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
災
害
救
助

法
の
対
象
と
な
ら
な
い
災
害
救
助
に
必
要
な
費
用
の

財
源
に
備
え
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
創
設
し
、
広

く
災
害
救
助
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
、

所
信
の
一
端
並
び
に
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
む
か
え
る
新
た
な
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
多
種
多
様
化
す
る
行
政
需
要
や
様
々
な
課

題
に
、
職
員
一
人
一
人
が
、
柔
軟
な
発
想
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職

員
と
一
丸
に
な
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、「
人
と

自
然
が
調
和
す
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。 お

わ
り
に

5



企業版ふるさと納税

JAおきなわ国頭支店より「オリジナル親子健康手帳ケース」が寄贈されました

ゆるキャラ議員選挙「くーやん」北部地区１位

　令和６年３月に、㈱マナビス（千葉県浦安市）と大和リビング㈱（東京都新宿区）から国頭村に企業版ふるさと納
税の寄附をいただきました。
　この寄付金は、６次産業化支援事業及び交流拠点整備事業、観光施設防災機能強化事業に活用されます。

　令和6年5月13日に、JAおきなわ国
頭支店大城哲文支店長よりJA共済の
地域貢献活動の一環として作成された
「オリジナル親子健康手帳ケース」を
30部ご寄贈いただきました。ありがと
うございます。
　親子健康手帳ケースは、診察券、保
険証なども収納できる便利なつくりと
なっており、例年ご好評をいただいてお
ります。
　福祉課窓口にて親
子健康手帳交付時に
配布いたします。

　県議選に合わせ家庭で選挙を身近に感じてもらう取り
組みとして、沖縄県選挙管理委員会が、県内市町村の「ゆ
るキャラ総選挙」を実施し、その結果、国頭村の「くーや
ん」が、見事北部地区１位となりました。

㈱マナビス 大和リビング㈱

国頭村
公認キャラクター
「くーやん」

6

令和6年 緑の募金活動報告

第23回全国ふれあいパークゴルフ大会

　緑の募金運動は、「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づき、
森林や緑を守り育てる県民参加の森づくりや緑化運動を推進するために実施されて
います。
　国頭村では、310,000円を目標額に2月1日から4月30日までの期間募金活動を
行いました。村内においては428,000円の募金が集まりました。皆様からの募金は
(社)沖縄県緑化推進委員会へ納入され、一部は村内の小中学校の緑化活動及び地
域の緑化活動に利用されます。
　ご協力頂きありがとうございました。

「第23回全国ふれあいパークゴルフ大会」が令和６年３月２日
（土）・３日（日）の２日間にわたり、安田くいなパークゴルフ
場、鏡地パークゴルフ場の両会場で開催されました。参加者
人数は97名（村内36名・村外県外61名）。
　日頃の練習の成果を発揮し、大会を盛り上げた。

¥251,500

¥101,500

¥75,000

¥428,000

家 庭 募 金

職 場 募 金

企 業 募 金

合 　 　 計

家庭募金
ご 芳 名 金 額

¥18,100
¥8,800
¥6,200

¥18,600
¥15,000
¥20,800
¥73,200

¥7,800
¥11,600
¥10,600

¥7,800
¥3,400
¥9,200
¥3,600

¥12,500
¥6,000
¥2,600
¥3,600
¥2,100

¥10,000
¥251,500

浜 区
半 地 区
比 地 区
鏡 地 区
奥 間 区
桃 原 区
辺 土 名 区
宇 良 区
伊 地 区
与 那 区
謝 敷 区
佐 手 区
辺 野 喜 区
宇 嘉 区
宜 名 真 区
辺 戸 区
奥 区
楚 洲 区
安 田 区
安 波 区

計

職 場募金
ご 芳 名 金 額

¥20,000
¥1,500

¥10,000
¥10,000
¥60,000

¥101,500

（ 福 ）容 山 会 互 助 会
国頭村社会福祉協議会
辺 土 名 小 学 校
国 頭 中 学 校
国 頭 村 役 場

計

企業募金
ご 芳 名 金 額

¥10,000
¥10,000
¥10,000
¥10,000
¥5,000

¥10,000
¥3,000
¥7,000

¥10,000

¥75,000

㈲ の う け ん
㈱ 北 勝 建 設
国 頭 村 森 林 組 合
㈲ 国 栄 建 設
国 光 電 気 工 事 社
㈲ 北 環
前 田 建 設
㈲ 昭 建 設
㈲ 浦 崎 建 設

計

［一日目男子］※36ホール
（安田くいなパークゴルフ）
１位：花城　清秀（100） 東村
２位：野嵩　　聡（102） 浦添市
３位：福地　善勝（102） 大宜味村

［一日目女子］※36ホール
（安田くいなパークゴルフ）
１位：田村　千佳子（109） 桃原
２位：松田　きみ子（110） 糸満市
３位：館山　　千秋（110） 北海道

［二日目男子］※36ホール
（鏡地パークゴルフ）
１位：平良　　勇（99） 鏡地
２位：花城　清秀（100） 東村
３位：仲間　正弘（104） 鏡地

［二日目女子］※36ホール
（鏡地パークゴルフ）
１位：照屋　初枝（106） 奥間
２位：岩村　悦子（110） 那覇市
３位：真鍋　静子（111） 北海道

［総合男子］※36ホール

１位：花城　清秀（200） 東村
２位：狩俣　景考（209）  糸満市
３位：仲間　正弘（210） 鏡地

［総合女子］※36ホール

１位：田村　千佳子（221） 桃原
２位：照屋　　初枝（224） 奥間
３位：館山　　千秋（226） 北海道

上位成績者は下記のとおり
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企業版ふるさと納税
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㈱マナビス 大和リビング㈱

国頭村
公認キャラクター
「くーやん」
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令和6年 緑の募金活動報告
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飼いネコ及び飼いイヌの
避妊去勢手術とマイクロチップの
施術を昨年度から引き続き

無償化を開始

飼い犬の死亡又は譲渡の
届出について

ネコの愛護及び管理について 国頭村商工会長就任あいさつ及び
クイナ商品券販売開始について

　飼い犬が亡くなった時や知人に譲渡された際には変
更等の届出(「国頭村狂犬病予防法施行規則」第6条)が
必要になりますので役場・環境保全課へ届出を行って下
さい。
　このように、届出がない場合は、役場の飼い犬台帳に
情報が残ったままになってしまいます。
また、猫に関しても同様に届出を受け付けておりますの
で、役場・環境保全課までお問い合わせ下さい。お電話
での対応も行っております。

　飼いネコの室内・適正飼養を徹底するため、今年度も
避妊去勢・マイクロチップの無料実施、鈴付き首輪の配
布も行っております。安全安心な周りの住環境と、やん
ばるの森に暮らす希少種（すぐ近くの観光施設や森林公
園にも希少種はたくさん暮らしています！）を守るため、
「うちの子は室内で飼う！」という強い意思を持って是
非活用いただければと思います。飼いイヌにつきまして
も役場・環境保全課へお問い合わせください！

　令和６年６月10日（月）に国頭村商工会の宮城力新会
長が村長を表敬訪問し、就任のあいさつをされました。
去った第50回商工会通常総会で、会長を３期９年務め
た金城賜門会長が退任し、新会長に選任され、今後も前
会長に引き続き地域の発展に力を注いでいきたいと抱
負を語りました。
　また、７月１日（月）よりクイナ商品券の販売開始のPR
があり、15％お得なプレミアム付商品券となっています
ので、国頭村商工会又は道の駅ゆいゆい国頭で買い求め
てくださいと告知がありました。
※なお、商品券は売り切れ次第販売終了となります。

　昨年度も、飼い主不明のネコが37頭保護されました。
保護されたネコは、飼い主または里親を見つけるため村
内施設で飼育され、引き取り手がなかった場合には、協
力して下さる団体と共に里親探しを行っています。ただ、
これ以上、飼い主不明ネコが増えてしまうと、村や団体
としても限界が来てしまいます。そこで、「国頭村ネコの
愛護及び管理に関する条例」にありますように飼いネコ
の登録（第４条）飼いネコの避妊手術及び去勢手術(第
３条)自ら飼養していないネコに対しみだりに餌や水を与
えてはならない(第8条)室内飼養(第9条)等に努めていた
だき、飼い主不明ネコを増やさないよう宜しくお願いし
ます。
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国頭村商工会 0980-41-5116

0980-41-25300980-41-2530

クイナ商品券の問合せ

令和６年度国頭村各字対抗軟式野球大会
　令和６年５月11日（土）、12日（日）に国頭村各字対抗軟式野球大会が、かいぎんスタジアム国頭及びふれあい広場にて
行われました。10字、９チームが参加し、白熱した試合や珍プレーなどがあり盛り上がった大会となりました。決勝戦は比
地・宇良合同チームと奥間チームの対戦となり10対３で比地・宇良合同チームが初優勝を成し遂げました。
大会は国頭郡軟式野球大会（８月10日、11日・金武町ベースボールスタジアム）の選手選考を兼ねており、選抜された選手
が村代表として出場します。応援よろしくお願いします。

第31回やんばる駅伝競走 与論島大会　姉妹都市 与論町 祝 初優勝
　　令和6年５月18日（土）に第31回やんばる駅伝競走与論島大会が、鹿児島県与論町の総合グラウンドを発着点に、沖
縄北部12市町村から13ﾁーム、開催地の与論町から１チームの合計14チｰムが出場し、島内を４周する９区間43.1キロで競
われ、見事、国頭村と姉妹都市の地元与論町が初優勝を果たしました。
　国頭村も各区の選手らが精一杯たすきをつなぎ総合５位と健闘しました。

与那子どもまつり
　令和6年5月３日（金）午前10時から国頭村与那の活性化に取り組むユナムンダクマ協議会（会長・大城靖与那区長）は、
第２回あつまれ!!「与那子どもまつり」を区運動場で開催しました。川遊び体験や親子対抗丸太切り競争の他、カブトムシ
の育て方教室やネイチャーガイドと一緒に林道を散策する探検隊などに多くの方が参加し、ゴールデンウィークを満喫し
ました。また、近隣の山で採れた山菜を使った美味しい料理を堪能しました。
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優勝した比地・宇良合同チーム 準優勝の奥間チーム

国頭村チーム７区・大嶺優真選手（鏡地）から８区・宮城千加選手（辺土名）へ

▲カブトムシ育て方教室
よんな～山菜弁当▼

国頭村チーム総合５位で
ゴールするアンカー・
宇良宗隆選手（宜名真）
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マイナンバーカードの申請・受取のための臨時開庁について
平日(8:30～11:30、13:00～17:00)は常に受付していますが、下記日程にて、平日夜間開庁及び休日開庁実施します！
学業やお仕事で平日日中に来庁することが難しい方など、ぜひこの機会をご利用ください！

　やむを得ない理由（施設入所・身体の障がい・長期入院・７５歳以上の高齢・中学生、小学生及び未就学児・高校生・
妊婦等）により来庁が困難な場合は、代理人がカードを受け取れます！代理人が受け取りに来庁される際は、必ず顔写真
付きの本人確認書類を申請者本人及び代理人の両者分お持ち下さい。
※やむを得ない理由によっては、証明する疎明資料が必要となる場合もありますので、詳しくは下記連絡先までお問い合

わせお願いします。

申請の方は①～③の書類。受け取りの方は①～④の書類
①運転免許証、障がい者手帳など顔写真付きの
　本人確認書類１点
 （写真付き証明書が無い場合は保険証、医療受給者証などの
　書類２点）
②個人番号通知カードもしくは個人番号通知書
 

※今後の臨時開庁について※休日開庁・平日夜間開庁は月に１回実施予定です。

③住民基本台帳カード、マイナンバーカード(お持ちの方のみ）

④マイナンバーカード交付通知書
〔役場から送付しているハガキ〕
※④の書類を紛失、もしくは申請後２ヶ月経過しても届いていない方は
　そのままご来庁ください。
※15歳未満の方及び成年被後見人の方は法定代理人の方とご来庁くだ
　さい。（①の書類持参必須）

平日夜間開庁
17:15～19：00

休日開庁
9:30～１３:30

7月4日(木) 

7月28日(日)

令和６年７月

８月８日(木)

８月31日(土)

令和６年８月

９月26日(木)

９月８日(日)

令和６年９月【開庁日程】

【マイナンバーカード代理受取について】

【お問い合わせ】国頭村役場住民課(0980-41-2142)

【必要なもの】

物価の高騰で生活に困っている村民を支援するため商品券を送付します

〇商品券の額：村民全員に一人あたり4,000円分の
　　　　　　　商品券を送付します。
〇対　象　者：令和6年6月1日時点で国頭村に住所
　　　　　　　登録のある方
〇送 付 方 法：令和6年7月初旬に、世帯全員分を
　　　　　　　同封し簡易書留で郵送します。
〇利 用 期 限：令和6年11月30日まで

名護県税事務所と連携して村税の徴収をします！
　令和6年5月24日（金）沖縄県北部合同庁舎2階大会議室にお
いて「令和6年度沖縄県税務徴収職員の市町村税務職員辞令交
付式」を行いました。
　今年も、県税事務所の職員が国頭村の徴税吏員として滞納整
理に従事することで、村税の収納率の向上を図るため、名護県税
事務所の「川上孝さん」と「崎浜大輔さん」に辞令交付を行いま
した。お二人には、村職員とともに滞納者宅への訪問、預貯金・
給与・不動産などの差押、自動車のタイヤロックなどの支援を
行っていただきます。
　村民の皆様には、村税の納期内納付や口座振替の推奨など、
納税意識を高めていただき、自主財源の確保にご理解とご協力
をお願いいたします。
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辺土名区アブシバレー
　令和6年５月19日（日）辺土名区において、アブシバレー及びハーリー大会があり、行事に先立ち、世神之宮にて区の繁栄
及び五穀豊穣、無病息災、豊漁を祈願し、ハーリー大会の会場である辺土名漁港東側の浜辺まで道ジュネーで沿道を盛り
上げました。５年ぶりのハーリー大会でしたが、荒波や船の破損などがあり、予選第１組で残念ながら中止となりました。そ
の後は西平支部（北、南、西支部）及び上島支部は合同でアブシバレーマーにて、兼久支部は兼久コミュニティーセンターで
アブシバレー行事を祝いました。

　令和6年度の介護保険料が決定いたしました。納付書払い又は口座引落(普通徴収)の方は7月中旬に納入通知書をお送
りいたします。年金からの天引き(特別徴収)の方は9月中旬に決定通知書をお送りいたします。
　介護保険料は原則的には年金からの天引き(特別徴収)ですが、年度途中で65歳に到達した方や広域連合構成市町村外
から転入した方など、新たに第1号被保険者となった場合は、特別徴収に切り替わるまでの間、納付書払い又は口座引落
(普通徴収)となります。また、前年度途中で特別徴収が停止となった方も、再び特別徴収へ切り替わるまでの間は普通徴収
となります。

　令和6年7月20日(土)より、下記のスマホ収納を用いた納付が可能となります。時間や曜日を気にせずに納付が可能とな
りましたので、ぜひご活用ください。

【利用可能なスマホ収納】
　・PayPay 請求書払い　・LINE Pay 請求書支払い　・PayB ・支払秘書
　・J-Coin 請求書払い　 ・auPAY(請求書支払い)　　・d 払い請求書払い
【注意事項】
　・領収書は発行されません。
　・納付手続きから収納結果の反映までお時間を要することがあります。

国民健康保険及び後期高齢者医療保険被保険者のみなさま

沖縄県介護保険広域連合からのお知らせ

　マイナ保険証を利用すれば、事前の手続きなく、高額療養制度における限度額を超
える支払いが免除されます。限度額適用・標準負担額認定証の事前申請は不要となり
ますので、マイナ保険証をぜひご利用ください。
　ご不明な点がある方は下記までお問合せください。

マイナンバーカードを作って登録をしましょう！

■ 令和6年度介護保険料の決定について

■ スマホ収納について
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道ジュネー 荒波に向かっていく予選第１組の３艇

国頭村役場 福祉課 0980-41-2765

沖縄県介護保険広域連合 会計課 098-911-7503（各市町村介護保険担当課）

マイナンバーカードの申請・受取のための臨時開庁について
平日(8:30～11:30、13:00～17:00)は常に受付していますが、下記日程にて、平日夜間開庁及び休日開庁実施します！
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付きの本人確認書類を申請者本人及び代理人の両者分お持ち下さい。
※やむを得ない理由によっては、証明する疎明資料が必要となる場合もありますので、詳しくは下記連絡先までお問い合
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申請の方は①～③の書類。受け取りの方は①～④の書類
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　本人確認書類１点
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※今後の臨時開庁について※休日開庁・平日夜間開庁は月に１回実施予定です。
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7月4日(木) 

7月28日(日)

令和６年７月

８月８日(木)

８月31日(土)

令和６年８月

９月26日(木)

９月８日(日)

令和６年９月【開庁日程】

【マイナンバーカード代理受取について】

【お問い合わせ】国頭村役場住民課(0980-41-2142)

【必要なもの】

物価の高騰で生活に困っている村民を支援するため商品券を送付します

〇商品券の額：村民全員に一人あたり4,000円分の
　　　　　　　商品券を送付します。
〇対　象　者：令和6年6月1日時点で国頭村に住所
　　　　　　　登録のある方
〇送 付 方 法：令和6年7月初旬に、世帯全員分を
　　　　　　　同封し簡易書留で郵送します。
〇利 用 期 限：令和6年11月30日まで

名護県税事務所と連携して村税の徴収をします！
　令和6年5月24日（金）沖縄県北部合同庁舎2階大会議室にお
いて「令和6年度沖縄県税務徴収職員の市町村税務職員辞令交
付式」を行いました。
　今年も、県税事務所の職員が国頭村の徴税吏員として滞納整
理に従事することで、村税の収納率の向上を図るため、名護県税
事務所の「川上孝さん」と「崎浜大輔さん」に辞令交付を行いま
した。お二人には、村職員とともに滞納者宅への訪問、預貯金・
給与・不動産などの差押、自動車のタイヤロックなどの支援を
行っていただきます。
　村民の皆様には、村税の納期内納付や口座振替の推奨など、
納税意識を高めていただき、自主財源の確保にご理解とご協力
をお願いいたします。

10

国頭村役場 住民課 0980-41-2142

名護県税　川上　孝　氏　 名護県税　崎浜　大輔　氏



国頭村二次交通実証実験開始について
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引用：環境省熱中症予防情報サイト

〇こんな日は熱中症に注意
　・気温が高い、湿度が高い、急に暑くなった、風が弱い

〇熱中症の予防
　・こまめに水分と塩分の補給、日傘、帽子、涼しい服装、暑いときは無理をしない、こまめに休憩、エアコン等の利用など
　～ 高齢者 ～
　　温湿度に対する感覚が弱くなるため室内も注意
　～ 幼　児 ～
　　晴れた日は、地面に近いほど気温が高くなるため、大人以上に暑い環境にあり、また体温調節機能が十分発達してい

ないため、特に注意が必要

〇こんな症状があったら熱中症を疑いましょう
　　軽　度 　・・・ めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗が止まらない
　　中　度 　・・・ 頭痛、吐き気、体がだるい
　　重　度 　・・・ 意識がない、けいれん、高い体温、呼びかけに対し返事がおかしい、まっすぐに歩けない、走れない
１、意識がある、反応が正常な時（涼しい場所へ避難し、服をゆるめ体を冷やす→水分・塩分を補給する）水を自力で飲めない、症状が

改善しない場合は救急車を呼ぶ
２、意識がない、反応がおかしい時（救急車を呼ぶ→涼しい場所へ避難し、服をゆるめ体を冷やす→医療機関に搬送する）
※首、わきの下、大腿のつけ根を集中的に冷やしましょう

〇暑さ指数（WBGT）28を超えると、熱中症患者発生率が急増します。暑さ指数（WBGT）を確認し、暑さから、自分の身を守りまた
周りにも声をかけ熱中症を防ぎましょう。

　歯を失う最大の要因は、痛みもなく知らないうちに進行する「歯周病」が原因です。歯の健康は心臓病、糖尿病、肺炎、認知症や体のバラ
ンス、視力の低下などに影響することがわかってきています。歯周病は自覚症状が乏しいため放置され、気付いた時には歯を失うことになり
がちなので早期発見・早期治療が大切です。
　そこで国頭村では村民の皆様の歯の健康をお守りするために、20歳・30歳・40歳・50歳・60歳・70歳の節目の年齢の方を対象に、無料
で「歯周病検診」を実施します。対象者には、検診案内のハガキが送付されています。送付されたハガキが無料の検診受診券にもなります
ので、受診される際は保険証とハガキをご持参下さい。また。検診を受診される前に、必ず電話予約を行ってください。
　あなたもぜひ、この機会にお口の中の状態のチェックを行いましょう。

※速報値…現在集計中の値になります。

歯周病は生活習慣病です。
20歳・30歳・40歳・50歳・60歳・70歳の節目の年齢に無料検診でお口の中のチェックを !!

今年度20歳・30歳・40歳・50歳・60歳・70歳で
国頭村に住所を有する方

対　　象　　者 令和6年６月１日～令和7年２月28日実 施 期 間
無料自己負担額

辺土名歯科診療所　TEL：41-5360
のと歯科　　　　　TEL：41-2577

検診実施機関
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一人ひとりが正しい知識を持ち、熱中症を防ぎましょう

国頭村目標値

R3年度

R4年度

R5年度※

年度

―

1,051人

1,018人

1,099人

対象者数

―

557人

558人

521人

受診者数

60％

53.0％

54.8％

47.4％

受診率

90％

98.9％

100.0％

保健指導率

特定健診・特定保健指導実施状況報告

歯周病検診のご案内

7月の追加健診にて集団健診は終了いたしました。各医療機関での個別健診は３月末までとなっています。皆様一人一人の健診受
診が、国頭村の特定健診受診率向上につながります。今年度も特定健診受診へのご協力お願いします。

令和6年6月から東部へき地診療所でも特定健診が受けられるようになりました。月・火・木・金の
予約制となっています。ぜひご利用ください。

国民健康保険の方で、住民健診以外で特定健診を受けた方（職場健診・人間ドック等）は、健診データを保健センターまで提供してください。あなたの
データが国頭村の受診率向上につながります。

今年度各種がん検診を受診された方で、検査結果が「要精密検査」で
あった方へ対し、電話や訪問にて精密検査受診の状況について確認を
行っています。対象となられた方はご協力お願いします。がんは早期
治療が重要です。精密検査となった方は早めの医療機関受診よろしく
お願いします。

現在生活習慣病重症化予防として、健診結果、レセプトデータをもと
に対象となった方へ電話や訪問にて治療内容の確認・保健指導を
行っています。対象となられた方はご協力お願いします。

東部へき地診療所
0980-41-7511



屋外照明の光害対策
　村内の4つの施設（国頭村森林公園、やんばる学びの森、奥やんばるの里、安田くいなふれあい公園）を星空保護区に申
請する取り組みについて以前お知らせしました。これらの施設では光害対策を施した屋外照明に改修しました。何がどう
変わったのかおもちゃ美術館のBefore Afterを見てみましょう。

Beforeでは屋外照明、自販機、公衆電話の上下左右の全方向に灯が漏
れていますが、Afterでは下方向の足元のみ照らし、上方向への灯漏れ
がありません。
　単に暗くしたのではなく、必要な灯（足元を照らす）を確保しつつ、
不必要な灯（上方向への灯漏れ）を制限したものです。
　このように少しづつ光害策を進めることが夜の環境保全につながり
ます。
おもちゃ美術館の北側の夜空には北斗七星を含むおおぐま座が見え
ていました。　　　　　　　　　　　　　　   星のソムリエ　仲栄真

＜おもちゃ美術館＞

Before After

①自販機が2台設置されている。
　自販機の正面が明るく照らされている。
②公衆電話が設置されている。
　公衆電話の照明が周囲に拡散している。
③（黄色枠）壁に設置された屋外照明
　下方向だけではなく、上方も照らしている。

①自販機2台を撤去。
　新たに北側に１台設置、24時間消灯している。
②公衆電話を撤去
③屋外照明を改修
　下方部のみ照らしており上方への灯漏れが無い。
　上方光束0％、色温度（オレンジ系）3000Ｋ（ケルビン）

国頭村
公認キャラクター
「キョンキョン」

令和6年

1
2
5
10
11
12
15
16

17

18
24

25

27
28

木
金
月
土
日
月
木
金

土

日
土

日

火
水

国頭村畜産共進会
第44回北斗園まつり
小中学校閉庁日～９日まで
第61回国頭郡軟式野球大会～11日まで（予備日8/24～25）
山の日
振替休日
安田シヌグ（小）
旧盆（ウンケー）／安田シヌグ（小）
宇嘉区エイサー夏祭り
旧盆（ナカヌヒー）／国頭村まつり　1日目
与那区七月モーイ
旧盆（ウークイ）／国頭村まつり　2日目
第61回国頭郡バスケットボール大会～25日まで（予備日8/31・9/1）
第61回国頭郡ソフトテニス大会(予備日9/1) 
第33回国頭郡ボウリング大会(予備日9/1）
ウンジャミ（比地・与那）
小中学校二学期始業式／与那区ウシデーク
村県民税（普通徴収）／納付月（第２期）

1

2
6
7
13
14
15
16
17
19
21
22
23
24
26
27
28

日

月
金
土
金
土
日
月
火
木
土
日
月
火
木
金
土

国頭村職域対抗軟式野球大会～6日まで（予備日9/7・9/14）
第61回国頭郡バレーボール大会（予備日9/8）
くにがみこども園２学期始業式（３～５歳児）
第21回国頭郡ゴルフ大会（予備日9/13）
第15回フリーペアPG大会（鏡地）
国頭村敬老会（国頭中学校体育館）
与那区豊年祭
第72回国頭村陸上競技及び第33回国頭村児童オリンピック合同大会（予備日9/22）
敬老の日
奥間大綱引（旧８月15日）／ヤンバルクイナの日
乳幼児健診③
辺土名区豊年祭～22日まで
秋分の日／奥小運動会
振替休日
国頭村童話・お話大会
小学校交流学習（辺土名小）
北斗園風車・米寿合同祝い
第17回　恋し鏡地まつりその他

①① ②②

③③


